
課題 II

提出課題は 1と 2．Ω ⊂ Cは開集合とする。

1. f : Ωで有理型，Cを Ω内の単純閉曲線でかつ Ω内で 1点に可縮なも
の，fはC上 0にならないとする。N , P をそれぞれCの内側にある fの
零点あるいは極の個数（位数を込めて数える）とする時，
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を示せ。

2. z7 + 5z3 + z2 − 1 = 0は領域 (i) |z| < 1 また (ii) 1 < |z| < 2において
それぞれいくつづつ根をもつか。理由も込めて個数を答えよ。

3. n次方程式 f(z) = anz
n + an−1z

n−1 + · · · + a1z + a0 = 0 (an ̸= 0) は
R > 0が十分大きいとき {|z| < R}内に，従ってC内に，n個の根をもつ
ことを，anz

nと an−1z
n−1 + · · ·+ a1z+ a0 にRouchéの定理を適用するこ

とによって示せ。
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